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Ⅰ 肥料価格の推移と現状

１ 肥料の輸入価格と価格高騰要因

我が国は、肥料原料のほとんどを海外に依存しており、肥料価格は、世界の需給動向、

価格動向の影響を受けやすい状況にある。肥料原料及び肥料の輸入先を国別に見ると、

尿素は中国(51%)、マレーシア(39%)及びカタール(10%)である。リン鉱石については、
中国（38%)、ヨルダン（21%)、モロッコ（18%)及び南アフリカ(17%)、塩化加里はカ
ナダ(71%)及びロシア(16%)で大宗を占めている。
一方、人口増加による食料用穀物需要の増加、ＢＲＩＣｓに代表される経済発展著し

い国々での穀物から肉を中心とした食生活への変化に伴う穀物需要の増加、米国やブラ

ジルのバイオ燃料の増産等により、世界的に肥料需要は増加している。

このため、肥料原料のほとんどを海外に依存している我が国の肥料原料及び肥料の輸

入価格は、平成 20年以降急激に上昇している。

図1-1 肥料原料を取り巻く価格高騰要因

注 農林水産省資料 肥料価格の現状等について

●人口増加による食料用穀物需要の増加
　　・53億人(1990年）→61億人(2000年）→
　　　66億人(2007年）→91億人(2050年）

●食生活の変化に伴う穀物需要の増加
　　・BRICｓに代表される経済発展著しい国々での穀物
       から肉を中心とした食生活へ
　　（牛肉１ｋｇ=穀物11kg、豚肉１kg＝穀物7kg、鶏肉１kg＝穀物4kg)
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２ 肥料価格の推移と現状

肥料原料及び肥料の輸入価格の高騰にともない、国内における肥料価格も同様に高騰

している。

（ ） 、ＪＡ全農の県渡し肥料価格の 肥料年度 年 月から 年 月 の価格改定率は20 20 7 21 6
＋ ％で、肥料価格が安定していた時期と比較して約 倍になっている（図 。49.5 2 1-2）

また、肥料の物価指数の推移を見る

と、平成 年から徐々に上昇していた17
が、平成 年７月に高騰し、物価指数20
は となった（平成 年を 。141 17 100）
国際情勢を反映した今回の肥料価格

の高騰は、当面続くと予想される。

図1-2 ＪＡ全農の県渡し肥料価格の推移

注1) 肥料価格改定率から算定

2) 改定率は、主要１２品目の加重平均。

主要１２品目…①硫安、②尿素、③塩安、④石灰窒素、⑤過リン酸石灰、

⑥重過リン酸石灰、⑦ヨウリン、⑧重焼リン、⑨塩加、

⑩硫加、⑪普通化成、⑫高度化成
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図1-3 農業物価指数（肥料）の推移
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Ⅱ 肥料価格が農業経営費に与える影響

各作目の ａあたり肥料費と経営費中に占める肥料費割合を 経営体育成モデル 平10 、 （

成 年 月農業総合試験場企画普及部）等に基づき試算した。なお、年次別の経営費17 4
は農業物価指数及びＪＡあいち経済連調べ指数を用いて、種苗費・肥料費・農機具費・

農薬費・光熱動力費及び諸材料費の変動率を算出し各費用を試算した（図 。2）
作目ごとに ａあたり肥料費を平成 年と平成 年（予測値）で比較すると、水10 16 20

稲で約 千円、トマト（水耕）やキュウリでは 万円、バラ・キクは ～ 万円、6 13 13 18
ハウスミカン及びハウスイチジクは約 万円と約 万円増加すると見込まれる。9 5
また、経営費中に占める肥料費の割合は、特に土地利用型作目の水稲やキャベツで高

くなり、各々 ％から ％、 ％から ％となり、経営費全体を押し上げてい10 16.9 8.7 14.8
る。

生産物価格の上昇が見込まれない状況では、これら経営費の増加が直接所得の減少に

つながっている。

図２ 作目別における年次別の10a当たり肥料費と経営費中の割合の推移
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Ⅲ 県内土壌の実態

、 、 。近年 環境保全型農業の推進により 多収を目的とした過剰な施肥は減ってきている

しかし、土壌の養分状態に基づかない肥料の偏用や家畜ふんたい肥の施用に上乗せした

形で土壌改良資材や肥料を施用する等、土壌中の養分バランスが崩れている例も依然見

受けられる。土壌の養分バランスを考慮した施肥は、作物を健全に育てるだけなく、無

駄な施肥を省くことができ、肥料費低減にもつながる。愛知県では、県内を４つの地域

に分け、４か年で県内を１巡する調査及び分析を実施している。ここでは、最近の県内

土壌の実態について述べる。

１ 水田土壌の実態

（１）土壌の養分実態

2004 2007 3-1 pH最近 ～ 年調査 の水田土壌の養分実態を図 に示した その結果（ ） 。 、

は、おおむね適正基準を満たしていたが、やや低い地点も見られた。可給態リン酸に

ついては、概ね適正基準を満たしていた。塩基飽和度は、 割の地点で適正基準以下9
であった。石灰、苦土及びカリそれぞれの飽和度を見ても、塩基飽和度と同様に適正

基準以下の地点が多く、 養分とも同様の傾向が認められた。3
愛知県では、平成 年度の施肥基準改定時に、もみとして持ち出される収奪量の13

みを補給する考えに立って、リン酸・カリの施肥基準を減らした。その結果、可給態

リン酸（ ～ 、交換性カリ飽和度（ ～ ％）は適正基準を大きく超20 40mg/100g 4.8 5.7）

えるほ場が減少した。

（２）施肥改善の考え方

現在、一部の地域では、耕畜連携による水田への家畜ふんたい肥の利用が始まって

いる。有機物である家畜ふんたい肥の施用により、土壌中の腐植含量は高まり、それ

に伴う保肥力の増大や物理性の向上が期待できる。

一方、肥料成分に富んだ家畜ふんたい肥の連用によって、土壌の窒素肥沃度は向上

するが、水稲作では、窒素の供給量が多すぎれば過繁茂になり、病害虫の発生及び倒

伏による収量減や品質の低下、玄米窒素濃度の上昇により食味の低下を招く。特に、

、 、コシヒカリなど倒伏しやすい品種では 現状の地力並びに資材連用後の地力を想定し

必要な施用量を決めないと施肥制御ができなくなる。また、リン酸をはじめとする養

分も土壌中に蓄積していく。

したがって、蓄積した養分については、その量を土壌診断によって把握し、減肥す

る必要がある。
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図3-1 水田土壌の土壌養分実態（2004～2007年）

調査地点数：50ほ場

図中矢印は土壌診断基準値の適正範囲を示す。
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２ 露地畑土壌の実態

（１）土壌の養分実態

2005 2006 3-2 3-3最近( ～ 年調査)のキャベツ及びハクサイ栽培ほ場の養分実態を図 、

に示した。 は、ばらつきが多いが概ね適正であった。可給態リン酸は、適正基準pH
値（ ～ ）を大きく超えるほ場が多かった。カリ飽和度は、キャベツで適30 50mg/10a
正基準値よりも高いほ場が多かった。苦土飽和度は、キャベツ、ハクサイともに適正

基準値よりも超えるほ場が多く見られた。石灰飽和度は、キャベツでは調査ほ場が概

ね適正基準値内に収まっているが、ハクサイでは一部低いほ場が見られた。

（２）施肥改善の考え方

一般に、露地畑では降雨による養分の流亡が多い。特に県内の露地畑土壌は保肥力

が小さいほ場が多いため、家畜ふんたい肥による有機物施用を積極的に行ってきた。

調査したキャベツほ場の多くで家畜ふん堆肥を 以上毎年施用していた。2t/10a
しかし、上述のように有機物施用に上乗せした施肥が行われているため、リン酸や

カリがほ場へ集積したものと思われる。集積したリン酸やカリは次作の養分としてカ

ウントすることが可能である。

肥料費低減のためには、これらの集積した土壌養分を積極的に利用し、さらに、家

畜ふんたい肥等有機物を施用する場合には、これらの持つ肥料成分を考慮した減肥が

必要である。
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図3-2 キャベツほ場の土壌養分実態（2005～2006年）

注）調査地点数：40ほ場

図中矢印は土壌診断基準値の適正範囲を示す。
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図3-3 ハクサイほ場の土壌養分実態（2005～2006年）

注）調査地点数：34ほ場

図中矢印は土壌診断基準値の適正範囲を示す。
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３ 樹園地の土壌実態

（１）土壌の養分実態

最近( ～ 年調査)の果樹園（ナシ）の養分実態を図 に示した。 は、2005 2006 3-4 pH
基準値（ ～ ）を中心とした正規分布を示した。可給態リン酸については、すべ5.6 6.4

、 （ ）てのほ場で基準値( ～ )を越え を越えたほ場も ほ場30 50mg/100g 300mg/100g 12 30%
56 70 15 19あった。交換性塩基については、石灰（基準値 ～ ％ 、苦土（基準値 ～）

4.5 5.7 70 33％ カリ 基準値 ～ ％ で基準値を超えたほ場の割合は それぞれ ％）、 （ ） 、 、

％、 ％であった。55

（２）施肥改善の考え方

果樹は、作物体も大きく、着果に多くの養分が必要であるため、施肥量を多くしが

ちである。そのため、土壌中に特定の養分が蓄積し、それに伴って養分バランスが崩

れやすい。このことは、今回のナシ園の調査だけでなく、他県での調査結果でも明ら

かになっている。

また、物理性の改良のために家畜ふんたい肥が表層へ多量に散布されるほ場も多く

見られる。しかも、上述のように有機物施用に上乗せした施肥が行われているため、

このことが養分、特にリン酸やカリの蓄積を助長している。

このように果樹園では、土壌に蓄積されているリン酸やカリや有機物に含まれる肥

料成分を考慮した施肥設計が必要である。このことが、無駄のない施肥につながると

ともに、土壌の化学性を健全に保ち、安定生産が可能になる。

また、果樹は根域が広いため、土壌の上層だけでなく下層からも養分を吸収する。

したがって、上層だけでなく下層も土壌を採取し、両方を参考にした施肥設計や土壌

改良を行う必要がある。
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図3-4 ナシほ場の土壌養分実態（2005～2006年）

注）調査地点数：34ほ場

図中矢印は土壌診断基準値の適正範囲を示す。
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図 4-1 施肥量と収量の関係 

（藤原、1986 を一部改変） 

  図 4-2 施肥の考え方（日置、2001 を改変） 

Ⅳ 肥料コスト低減のための施肥技術 

１ 肥料コスト低減のための効率的な施肥 

（１）施肥の考え方 

作物の吸収に過不足のない施肥を行うことが施肥の基本である。すなわち、各生育

時期ごとにどれくらいの養分を吸収すれば良いかを考える必要がある。もちろん、施

肥量を増やせば単純に作物収量が多くなるというものではなく、適正施肥を越えると

逆に減収することになる。図 4-1 のように、施肥量を増加させるにつれて収量も増加
し、最高収量に達するが、それ以上施用しても収量に変化のない領域がある。これを

最高収量域という。この最高収量域、つ

まり、最高に達した後減収を迎えるまで

の領域はぜいたく吸収域であり、多くの

ほ場ではこのレベルまでの施肥が行われ

ている。今後、無駄な施肥を防ぎ、施肥

コストを低減させるためには、最高収量

の 80%から 100%までの収量が得られる
領域（環境保全適正域）に入るような施

肥設計が必要である。県が定めている施

肥基準は、県内の土壌肥沃度を基本に環

境保全適正域に入るための適正施肥量を

示しており、参考にされたい。  
上で述べた施肥基準は、土壌の養分状

態がその作物にとって最善であることが前提として決められている。したがって、自

分のほ場の土壌診断を行い、その結果、栽培しようとする作物の土壌診断基準値（適

正範囲）内に入っていることを確認の上、施肥する必要がある。基準値から外れてい

る場合には、欠乏であれば施肥をし、過剰であれば施肥量を減らすあるいは無くす必

要がある。Ⅲで述べたように、県内土壌はほ場によって養分の蓄積が進んでいるとこ

ろも多く見受けられる。したがって、効率的な施肥を進めるためには、土壌診断を実

施し、施肥の無駄を省く努力が必要であ

る。  
また、本県は、畜産が盛んであり、家

畜排せつ物の発生量も多い。その量は使

用されている肥料成分量に匹敵する。家

畜ふんたい肥の利用は、主に物理性の改

良（保水性、透水性、団粒構造の発達）

に主眼が置かれており、作物が生育する

のに必要な養分を含んでいることが見落

とされていることが多い。その結果、家

畜ふんたい肥の施用に上乗せした形で、

土壌改良資材や肥料を施用することに

肥
料
成
分
量
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土壌診断

（たい肥の施用）

たい肥の肥料成分
を考えた減肥

土壌中の養分状態
を考えた施肥

（Ⅳ-３参照）

（Ⅳ-４参照）

適正施肥による
施肥コスト削減！

土壌診断

（たい肥の施用）

たい肥の肥料成分
を考えた減肥

土壌中の養分状態
を考えた施肥

（Ⅳ-３参照）

（Ⅳ-４参照）

適正施肥による
施肥コスト削減！
適正施肥による
施肥コスト削減！

なるため、それら全体として投入成分量が過剰となり、環境の悪化等さまざまな弊害

を招く結果となる。これからは、これらの有機質資源を利用するにあたっては、その

中に含まれる肥料成分量とそれらの施用により高まった地力を考慮し施肥設計を行っ

ていく必要がある（図 4-2）。  
 

（２）施肥コスト低減に向けた施肥設計フロー 

無駄のない施肥設計を行うためのフローを図 4-3 に示す。はじめに、作付けようと
するほ場の土壌診断を行い、その結果に基づいて施肥設計を行う（Ⅳ-3 を参照）。さ
らに、たい肥等有機物を施用する場合には、土壌診断の結果とともにたい肥の肥料成

分を考慮した施肥設計を行う（Ⅳ -4 を参照）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-3 施肥コスト低減のための施肥設計フロー 

 
２ 土壌診断の実施 

（１）採土方法 

土壌診断を行うためには土壌分析が必要である。土壌分析のための土壌の採取は、

ほ場の性質を代表するように以下のとおり行う。 

ア 水田及び露地畑土壌 

場所による差を小さくするために、ほ場の対角線に 5 か所から採取しよく混ぜる。  
イ 施設野菜土壌  

前作物収穫後の畝内の養分分布は変動が大きいため、均一になるよう注意して採土

する。できれば耕起砕土後が土壌養分が均一化しているため望ましいが、施肥後に耕

起する場合が多いので注意する。  
ウ 樹園地土壌  

代表的な 5～6 本の樹を選定し、その樹の樹冠先端から 30cm 位内側の 3 か所につい
て表土（作土）と下層土を別々に採取する。永年性作物の活性根は深さ 20～40cmに
も多く分布するので作土層だけでなくこの部位も採土する。  
いずれの場合も土壌表面は雑多なもの（敷わら等）が付着したり、肥料成分の集積

が認められる場合があるので、移植コテで 2～3mmはがして取り除き、その下の作土
層から土壌を採取する。採取した土壌は、2mm のふるいを通して分析に用いる。  
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図 4-4 採土の方法（「土壌診断の方法と活用」より一部改変） 

 

（２）土壌診断基準値の読み方 

次に、土壌分析結果を土壌診断基準値（「平成 17 年度版農作物の施肥基準」参照）
と照らし合わせて、有機質資材及び施肥量の加減を行う。この基準値は、作物を栽培

するにあたって、栽培前の土壌の化学性を当該作物の生育に最善の土壌化学性とする

ためのもので、各作物ごとに適正値の上限と下限が設定されている。作付け前の土壌

化学性がこの範囲にある時には、施肥基準通りの施肥を行えば、過不足のない施肥が

行える。  
 

ア ｐＨ 

pHは、土壌中の水素イオン濃度の大小を示す指標であり、水素イオン濃度の逆数の
対数で示される。土に水を加え攪拌した懸濁液中に水素イオンが多い場合、pHは低い
数値を示し、少ない場合は高い数値を示す。作物生育に好適な pHは、一般に 6.0～7.0
の範囲にあるが、作物によって適する pHは少しずつ異なっている（表 4-1）。  

 
表 4-1 各種作物の好適 pH（H2O）（「土壌診断の方法と活用」より） 
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図 4-5 土壌の pH と肥料要素の溶解・利用度（Truog） 

大部分の元素は、pH6～7 
で可溶化する割合が高い

（図 4-5）。窒素・リン酸・
イオウはこの傾向が大き

い。リン酸は pH6 以下では
鉄、アルミニウムと結合し

て、pH8 付近ではカルシウ
ムと結合して沈でんをつく

り、それぞれ利用度が減少

する。鉄・マンガン・銅・

亜鉛は酸性側で可溶化し、

アルカリ側では不溶化す

る。モリブデンでは酸性に

なるにしたがって、鉄・ア

ルミニウムと結合して沈で

んする。ホウ素、亜鉛、モ

リブデン等微量要素の欠乏

症状は、土壌 pHを適性に  
保つことで回避できる場合

が多い。  
 

イ ＥＣ（電気伝導度） 

EC は、溶液中に溶け出ているイオンの量をその電気の通りやすさで示したもので
ある。純水はほとんど電気を通さないため小さな数値を示すが、溶けでているイオン

量が多いほど高い数値を示す。すなわち、EC が高い土壌は、残存している肥料の量が
多いことを示している。EC が低すぎれば土壌中の肥料分が少なく生育不良になり、高
すぎれば濃度障害で発芽障害や根痛みによる生育阻害を起こす可能性がある。 

一般的に、EC が高い土壌は主に硝酸イオン、つまり窒素が土壌に残存していると考
えられる。したがって、作付け前の EC 値から基肥の窒素量を加減できる。EC が硝酸
イオンによって高くなっている場合、概ね 1.7dSm-1（乾土 1：水 2.5 の数値）＝硝酸態
窒素約 20kg/10a と換算できる。しかし、干拓地土壌では塩素イオンとの相関が、施設
土壌の場合には硫酸イオンとの相関が高い場合がある。このため、施設の場合には、

硝酸態窒素濃度を直接測定し、基肥窒素量を加減する。  
 
ウ 陽イオン交換容量（ＣＥＣ） 

粘土と腐植は、マイナスの電気（荷電という）を帯びている。この電気の量が多い

ほど土壌中で水の中に存在するプラスのイオン、例えばカルシウム、マグネシウム、

カリウムなどのイオンをたくさん保持することができる。これらを保持できる最大量

を陽イオン交換容量（CEC）という。その単位は土壌 100ｇ当たりの me（ミリグラム
当量）で示す。CEC が大きな土は、肥料成分をたくさん保持することができる。  
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エ 交換性塩基・塩基飽和度・塩基バランス 

マイナスに荷電した粘土や有機物に保持されているカルシウム、マグネシウム、カ

リウムなどの塩基を交換性塩基という。この塩基は作物によって利用可能な養分量で

ある。 

CEC が交換性塩基で満たされている割合を％で示した数値が塩基飽和度である。塩
基飽和度は pHと関係があり、飽和度が高い土壌では pHは高くなる。一般に、飽和度
が 80%程度の土壌では、pHが 6.0～6.5の弱酸性となり多くの作物に適した pHとなる。
しかし、CEC が 10me/100g以下の保肥力の小さな土壌では、飽和度 80％では石灰不足
を起こすことがあるため、飽和度 100%以上が適正値となる。また、塩基飽和度は、窒
素肥料を施用した時の障害の発生の有無にも関係する。例えば、塩基飽和度が 90%の
土壌では、アンモニアを吸着保持するゆとりがないために、アンモニアが土壌溶液中

に高濃度で溶け出し、濃度障害やガス害、微生物活性や作物の養分吸収に影響を及ぼ

す場合がある。  
一般に、各塩基の飽和度が、石灰 50%、苦土 0～25%、カリ 5～10%の場合、塩基バ

ランスがとれていると言われているが、当然その量は土壌の CEC によって異なる。こ
れらの塩基バランスは、それぞれの塩基の当量比で示す場合もあり、石灰苦土比

(CaO/MgO)は 2～5、苦土カリ比 (MgO/K2O)は 2～3 に保つように注意する（CaO、MgO、
K2O の当量は、重量をそれぞれ 28,20.15,47.1 で割った値である）。もし、石灰、苦土
が基準値以上あってもバランスが悪ければ、石灰または苦土を施用する。このバラン

スが崩れた場合、作物による養分の吸収阻害などが起こる。例えば、カリが多い場合、

石灰や苦土の吸収阻害が、石灰が多い場合、カリや苦土の吸収阻害が起こる（図 4-6）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
拮抗作用（相手の養分の吸収を抑える） 

相乗作用（相手の養分の吸収を助ける）  
図 4-6 要素の相互作用（Truog、1948） 

 

オ 無機態窒素 

作物に吸収される窒素の形態は、一般的に畑では硝酸態窒素、水田ではアンモニア

態窒素で、いずれも無機態の窒素である。土壌中にある有機態の窒素（地力窒素）は、

乾湿のくり返しや地温の上昇、アルカリの添加により一部は分解されやすい形態に変

化し、作物に利用される。栽培ほ場では、作物残さ、たい肥、有機質肥料など土の中

にはさまざまな種類の有機物が入る。それら有機物は土壌中の動物や微生物の餌とな
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り分解されていく。有機物が分解されると有機物中の窒素はアンモニウムイオンにな

る。そして、畑土壌においては、さらに硝酸化成菌によって硝酸イオンになる。アン

モニウムイオンが硝酸イオンに変化する過程を硝酸化成という。この硝酸化成は硫安

のようなアンモニア肥料を施用した場合も、尿素が土壌中で分解されてアンモニア態

窒素になった場合も同様に起こる。このようにいろいろな形で存在する土壌中の窒素

は、それぞれ異なった挙動を示す。アンモニア態窒素はプラスのイオンであるため、

土に保持されるが、硝酸態窒素はマイナスのイオンであるため土に保持されることは

ない。従って、畑地土壌では余分な窒素を施すと、土壌中で硝酸態窒素となり、水に  
溶け、作物に過剰に吸収されたり、降雨に伴い下方へ移動し、環境を汚染したりする  
（図 4-7）。一方、水田土壌は、表層土は酸化状態、下層土は還元状態となっている
（図 4-8）。  

 

　有機質肥料 硫安 尿　　素

水 養分

吸収 有機態窒素
　　　　　　吸収 　　　　  　　　微生物による分解

硝酸態窒素 　　ｱ ﾝ ﾓ ﾆ ｱ 態 窒 素 尿素態窒素
微生物による硝化 土壌への吸着 アンモニア化成

水の動きとともに移動

流亡　

土壌

 
図 4-7 畑土壌中における窒素の動態 

　有機質肥料 硫安

田面水水 養分 脱窒

硝酸化成

吸収 硝酸態窒素

　　　　  　　　微生物による分解

　　ｱ ﾝ ﾓ ﾆ ｱ 態 窒 素 硝酸態窒素
土壌への吸着

窒素
ガス

酸化層

還元層

有機態窒素 ｱﾝﾓﾆｱ態窒素

土壌

土壌

 
図 4-8 水田土壌中における窒素の動態 
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そのため表層土では、有機態窒素やアンモニア態窒素も最終的に硝酸態窒素まで酸化

される。硝酸態窒素は、その下の還元層に移動する過程で多くの窒素が脱窒菌により

窒素ガスとなり田面から揮散する。アンモニア態窒素の形で還元層に施用された窒素

は安定した形で存在し、水稲に利用される。  
 
カ 可給態リン酸 

土壌中に含まれるリン酸のうち、作物が吸収利用可能なものをいう。通常、薄い硫

酸に溶けるリン酸（トルオーグリン酸）で示す。これまで、リン酸が過剰に土壌中に

蓄積していても害はないといわれてきたが、リン酸過剰の畑で栽培された野菜中には

石灰、苦土、亜鉛、鉄、マンガン等のミネラル含量が少なくなり、タマネギなどでは

腐敗球が増加する。  
リン酸肥料は、土壌中で水に溶けるとリン酸イオンになるが、リン酸イオンはマイ

ナスイオンであるため、土に保持されない。しかし、リン酸は土壌中のカルシウム、

鉄、アルミニウムと強く結合して存在している。特に、鉄やアルミニウムと結合した

場合には作物に利用されにくい。そのため、リン酸は他の成分と異なり、施用した層

位からほとんど移動せず、根群域外のリン酸は作物に利用されないため、リン酸の土

壌への集積はどんどん進んでいる。リン酸資材の有効利用と作物の安定生産のために

は、根群の拡大を図るとともに可給態リン酸が適正量以上集積しているほ場では思い

切った施用量の削減が必要である。 

 
キ 腐植 

土壌中の有機物含量（全炭素含量）を測定し、それに係数（1.73）をかけて腐植の
含量としている。土壌の腐植含量はおおよそその色から判断でき、黒みが全くない土

壌は１％以下、少し黒みがあれば数％、かなり黒ければ５％程度、真っ黒に近ければ

10％前後であると判断できる。一般農耕地では、栽培作物残さ（根も含む）や生き物
の死骸だけでは、作物が健全に育つための腐植含量（適正基準は 3～6%）を維持でき
ず、腐植が持つ養分供給能や保肥力、保水力、緩衝力、団粒形成能の維持が難しい。

そのため、たい肥等の有機物を毎年施用基準に基づき施用する必要がある。  
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３ 土壌中の肥料成分を考慮した減肥技術 

（１）窒素 

 窒素施用量については、作付け前の土壌中無機態窒素（硝酸態窒素・アンモニア態

窒素）濃度を測定し、その量を基肥から削減することができる。また、培養窒素量（30℃
4 週間培養して発現する無機態窒素量）を測定した場合は、その量も基肥施用量から
減ずることが可能である。例えば硝酸態窒素が 5mg/100g、培養窒素が 5mg/100gであ
った場合、基肥施用量から 10kg/10a の窒素を削減することができる。土壌中硝酸態窒
素濃度は、試験紙や RQ フレックスなどを用いて簡易に測定できる。  
一般的に、EC が高い土壌は主に硝酸つまり窒素が土壌に残存している。したがっ

て、作付け前の EC 値から基肥の窒素量を加減できる。EC が硝酸によって高くなって
いる場合、概ね 1.7dSm-1（乾土 1：水 2.5 の数値）＝硝酸態窒素約 20kg／10a と換算で
きる。しかし、干拓地土壌では塩素イオンとの相関が、施設土壌の場合には硫酸イオ

ンとの相関が高く、換算ができない。こうしたほ場では、土壌中の硝酸態窒素を直接

測定し、基肥量を加減する。  
 

    表 4-2 施肥前 EC 値における基肥（N、K）施肥量補正の目安（対基準量） 

EC（1:2.5）値（dSm-1） 
土の種類  

0.5以下  0.6～1.2 1.3～2.0 2.1～2.5 2.6以上 

腐植質黒ボク土  基準施肥量  ２ /３  １ /２  １ /３  無施用  

粘質土・細粒沖積土  基準施肥量  ２ /３  １ /３  無施用  無施用  

砂質土（砂丘未熟土） 基準施肥量  １ /２  １ /４  無施用 無施用 

（「土壌診断の方法と活用」を改変） 

 

（２）リン酸 

土壌診断を実施し、可給態リン酸が基準値内である場合には施肥基準量のリン酸を

施用することを基本とする。分析値が基準値上限を超えた土壌では施用量を削減また

は施用しない（表 4-3､4-4）。  
 

    表 4-3 可給態リン酸量にともなうリン酸施用量削減の目安（水稲） 

土壌中可給態リン酸含量(mg/100g) リン酸施用量 

        20～40    施肥基準量 
わらを全量還元する場合：45～  

  わらを搬出する場合：48～ 
  無施用 

 
    表 4-4 可給態リン酸量にともなうリン酸施用量削減の目安（水稲以外） 

    土壌中可給態リン酸含量(mg/100g) リン酸施用量 

       100～200    施肥基準の1/2程度  

         200～   施肥基準の1/3～無施用 
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なお、可給態リン酸と併せて次に示すカリ飽和度が基準値上限を超えた場合には、

低成分肥料（窒素に対してリン酸、カリの成分量が少ない肥料。L型肥料と呼ばれる
こともある。）を利用するとリン酸と同時に加里も減肥することができる。  
また、土壌中にリン酸があっても、苦土が欠乏しているとリン酸の吸収が悪い。土

壌に苦土が欠乏していないか調べ、少ないようであればリン酸施用と同時に苦土を 10
～30kg施用する。  

 
（３）カリ 

 カリについては、CEC ごとに示された基準値と比較し施用量を加減する（表 4-5）。
その際、石灰・苦土とのバランスを考慮することも重要である。 

 

   表 4-5  交換性カリ飽和度にともなうカリ施用量削減の目安 

CEC 
(me/100g) 

 交換性カリ飽和度 
 診断基準値(%) 

 交換性カリ飽和度 
 測定値(%) 

カリ施肥量 

(kg/10a) 

  適正下限値以下(x) 
適正下限値を満たす量(y)
＋施用基準量 

適正範囲内 施用基準量 ａ 

適正下限値(b) 
    ～ 
   適正上限値(C) 

適正上限値以上(X) 
施用基準量－  
適正上限値を超えた量(Y) 

                 
 y(kg/10a)＝a×(b－x)÷100×47×((100×作土深(cm)÷10×仮比重)÷100) 
             100g当たり K2O 不足量(mg)     10a 当たりの土の重さ(t) 

 Ｙ(kg/10a)＝a×(X－C)÷100×47×((100×作土深(cm)÷10×仮比重)÷100) 
              100g当たり K2O 超過量(mg)      10a 当たりの土の重さ(t) 

 

 例えば、キャベツにおいて、作土の深さが 20cm、仮比重が 1.1、CEC が 15me/100g
のほ場のカリ飽和度が 10％であった場合、式①により土壌中には基準値よりも
8.5mg/100g多く存在することになる。仮に栽培ほ場の土壌が比重１、作土深 10cmの
場合、8.5mg/100gをそのまま 8.5kg/10a と読み替えることができる（10a(1,000m2)の土

の重さは 100t であり、mg/100gをそのまま kg/10a と読み替えることができる）。しか
し、実際のほ場の作土が比重 1.1、作土深 20cmの場合、10a の土の重さは 220t である。
したがって、このほ場の場合のカリ超過量は、式②により 18.7kg/10a となる。よって
相当分の量を施肥基準量から差し引いて施肥することが可能である。計算例は以下の

とおりである。  
                                                                   

            式①・・・  15×(10－8.8)÷100×47＝8.5(mg/100g) 
                 10a の土の重さは 100×20÷10×1.1＝220ｔであることから 
        式②・・・  8.5×(220÷100)＝18.7(kg/10a) 

47：K2O の分子量  
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なお、上述したとおり、カリ飽和度と併せて可給態リン酸が基準値上限を超えた場

合には、低成分肥料を利用するとカリとリン酸を同時に減肥することができる。  
 
（４）石灰・苦土・ケイ酸 

石灰、苦土についても、土壌診断を実施し、CEC ごとに示された基準値と比較し施
用量を加減する。  
水稲におけるケイ酸についても同様である。  
 

４ 有機質資材の施用と減肥方法 

（１）有機質資材施用量の決定 

有機質資材を施用するに当たっては、品質の良い有機質資材だからといってたくさ

ん施用すれば良いというものではない。適正量よりも多い量を施用すると、土壌中の

肥料成分蓄積・成分のアンバランス、環境への負荷増大、重金属の蓄積等々を招き、

施用の目的とは反対に養水分管理コントロールがしにくい土となる恐れがある。その

ため、有機質資材施用基準（表 4-6）に基づいて施用量を決定する。 
 

表 4-6 各種有機質資材等の施用基準 
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図 4-9 有機物資材の C/N と窒素無機化

率との関係 

（２）有機質資材施用時の簡便な減肥方法 

個々のほ場での施用に当たっては、土壌の養分状態と有機物の特性とをよく把握す

ることが大切である。まず、作付け前の土壌診断結果を基に過剰蓄積している成分は

減肥する。次に、施用する有機質資材の成分含量を考慮してさらに減肥できる量を決

定する。例えば、家畜ふんたい肥を施用する場合、窒素以外のリン酸、カリ、石灰及

び苦土については、その肥効率（化学肥料の肥効を 100 とした場合の当該資材の肥効

程度）が全たい肥共通であるため、次式により減肥可能量を算出する。 

窒素については、その肥効率が各たい肥の炭素窒素比（C/N 比）により異なるため

（図 4-9）、簡便な方法としては下の枠内の式を用いて算出し、精度高く求める方法と
しては、Ⅳ-6-(1)に示されている施肥診断プログラムを利用する。 
また、有機質資材は連用することにより、施用ほ場の窒素供給量が増える。そのた

め、数年ごとに培養窒素などの土壌診断を実施し、結果に応じて減肥することが重要

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   たい肥乾物１t当たり肥料代替量(kg/10a) 

           ＝たい肥中成分含量(乾物％)×肥効率(％)×０．１ 

 

    肥効率は、化学肥料の肥効を100とした場合の当該資材の肥効程度を示す。 

窒素   ：C/N比によって異なる（図4-9参照） 

            リン酸  ：６０％ 

        カリ   ：９０％ 

        石灰・苦土：１００％ 

0

20

40

60

80

100

5 10 15 20

C/N比

N
肥
効
率
（
％
）



 - 22 - 

【具体例】 

右のような表示がある豚ふんた

い肥を現物で 500kg/10a 利用する
場合の減肥方法の例を示す。  
窒素の肥効率は、C/N 比が 12.0
であることから図 4-9 を参考に
50％と推定できる。したがって、
「たい肥乾物  1ｔ当たりの基肥窒
素代替量 (kg/10a)＝たい肥中窒素
含量 (%)×肥効率 (%)×1/10」に数値
を当ては めると 、 3.5×50×0.1＝
18.5kg/10a となる。この量は、乾
物 1t(1,000kg)当たりで示されてい
るため、実際の減肥量は以下の計

算により求める。水分 35％の現物 500kg は、乾物 500×（100-35） /100＝335kg に相当
するため、18.5×335/1,000＝6.2kg/10a となり、基肥に用いる窒素肥料を 6.2kg 減肥すれ
ばよいことになる。  
同様にリン酸の場合、全リン酸含量 6.0％、肥効率 60％から、6.0×60×0.1＝36.0kg/10a、

36.0×335/1,000＝12.1kg/10a、カリの場合、全カリ含量 2.8％、肥効率 90％から、2.8×90×0.1
＝25.2kg/10a、25.2×335/1,000＝8.4kg/10a が供給されることになり、基肥から相当量を減
ずることができる。  

 

（３）有機質資材施用上の留意点 

ア 資材の選定 

有機質資材の施用に当たっては、ほ場の土壌養分状態から判断して、養分の蓄積が

起こりにくい成分組成のものを選択する。 

 

イ 施用量 

 基準値は、すべて現物重量で示している。乾物重量は水分 5 0％とすると、こ
の基準値の半量程度となる。基準値は、原則として、区分ごとに標準的な資材の連

年施用条件における年間施用量の上限として示した。年 2 回施用する場合は、2 回分
の合計値とする。  
 また、畑に牛ふんたい肥、バークたい肥など肥効の緩やかな資材を 2～ 3 年に
1 回施用する場合は、 3 年分を限度として、1 回に施用基準×施用間隔（年）まで施
用可能とする。  

 

ウ 施用時期 

 施用時期については、裸地期間の流出を防ぐ意味で、作付け 2 週間以内とし、表面
流出を防ぐため、施用後直ちに土壌と混和する。 

  肥料の名称　                  たい肥  

  肥料の種類　                  豚ふんたい肥１号 

  届出をした都道府県　　　    　愛知県第○○○号 

  表示者の氏名又は名称及び住所　○○畜産組合

                                   愛知県○○市○○町○○番地  

  正味重量                    　○○㎏ 

  生産（輸入）した年月日        平成○○年○○月 

  主要な成分の含有量等（乾物あたり） 

  　窒素全量　　　　　　　 ３．５％  

  　りん酸全量　　　　　　 ６．０％ 

  　加里全量 　　　　　　　２．８％

　  炭素窒素比 （C/N比）　 １２．０

  　水分含有量    　　      ３５％

　原料 

  　豚ふん 

肥料取締法に基づく表示 
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 ただし、稲わら、麦わらや緑肥作物など易分解性の有機物を大量に含むものを水田

に施用する場合は、還元障害が懸念されるので、特に湿田では冬季までに施用するこ

とが必要である。また、C/N 比の高い資材では、急激な分解による窒素飢餓やガス障

害が懸念されるので、これらも同様に施用した方がよい。 

 

ウ たい肥の腐熟度 

 生の汚泥や家畜排せつ物は、硝酸性窒素や有機物の溶脱が多く、水質への影響が

大きいこと、また濃度障害や還元障害などによる作物の生育異常が懸念されるため、

使用しないこととする。 

  たい肥類はできるだけ腐熟した物がよいが、やむを得ず未熟な有機物を施用する場合

は、施用時期を早めて、土壌中で腐熟化させることが必要である。 

 

エ 汚泥類について 

汚泥類は、普通肥料として取り扱われるが、有機物資材施用基準内で取り扱うこと

とする。  
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５ 低成分肥料等を活用した肥料コスト低減の実際 

キャベツを例にして、前述の減肥手法を使った場合の肥料コスト低減効果を示す。  
（１）土壌診断値に基づいた肥料コスト低減 

作土の深さが 20cm、仮比重が 1.1、陽イオン交換容量が 15me/100gのほ場の可給態
リン酸が 120mg/100g、交換性カリが 70mg/100gと過剰であった場合、リン酸は施肥基
準の 50％、即ち 7.5kg/10a 減肥することができる（図 4-10）。さらに、カリについて
も交換性カリ飽和度が約 10％となるため、カリ超過量は 18.7kg/10a となる（Ⅳ3(3)を
参照）。そこで、単肥や低成分型肥料（窒素に対してリン酸やカリ成分の少ない肥料）

を組み合わせることによりリン酸、カリを減肥する。さらに、このように減肥を行っ

た場合には肥料コストを慣行施肥よりも減らすことが可能である（表 4-7）。  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-10 土壌診断値からみた施肥量計算手順（キャベツ） 

 
表 4-7 土壌診断値に基づいた肥料コスト低減事例（キャベツ） 

ほ場条件：作土深20cm、仮比重1.1、CEC15me/100g
乾土100g当たり

無機態
窒素

有効態
リン酸

交換性
カリ

交換性
石灰

交換性
苦土

土壌診断値 適正 120mg 70mg 適正 適正

kg/10a

窒素 リン酸 カリ 石灰 苦土

診断値からみた減肥可能量 0 7.5 18.7 0 0

苦土石灰　100kg - - - 53 15

基肥用低成分肥料　100kg 14 4 4 - -

追肥用高度化成肥料　60kg 10 2 9 - -

追肥用低成分肥料　40kg 6 1 1 - -

合計すると 30 15 33 53 15

キャベツ施肥基準 30 15 30 53 15

減肥の目安
　リン酸：施肥基準の50％
　カリ：カリ超過量を計算
　　　　　（この場合は18.7kg/10a）

土壌中の肥料成分を考慮し、低
成分肥料を使うことで適正施肥
が可能に！

窒素 リン酸 カリ 窒素 リン酸 カリ 窒素 リン酸 カリ

土壌診断値からみた
減肥可能量

0 7.5 18.7 0 7.5 18.7

苦土石灰 - - - 100 - - - 100 - - -

苦土重焼燐 - 35 - 40 - 14 - 0 - 0 -

基肥用高度化成 14 8 14 100 14 8 14

基肥用低成分肥料 14 4 4 100 14 4 4

追肥用高度化成 16 2 15 100 16 2 15 60 10 1 9

追肥用低成分肥料 16 3 3 40 6 1 1

合　　計 30 32 48 30 14 33

基準施肥量 30 15 30 30 15 30

過剰成分量 0 17 18 0 -1 3

10a当たり施肥コスト

注）投入成分量と施肥量はkg/10a。

　　10a当たり施肥コストは慣行を100とした時の指数。

施肥量
投入成分量資材名

成分量（％）
慣行施肥 コスト低減施肥

施肥量
投入成分量

100 66
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（２）たい肥施用による肥料コスト低減 

土壌診断基準値に収まっているほ場において牛ふんたい肥 2ｔ施用した場合には、
各成分含量に肥効率を乗じて有効成分量を算出する。今回の例では、牛ふんたい肥 2
ｔに含まれる成分量で、リン酸施肥量の 60％、カリ施肥量の 80％、石灰、苦土施肥量
の 50％をまかなうことができる。そこで、石灰、苦土については苦土石灰の施用量を
減らした。また、リン酸、カリについては単肥や低成分型肥料（窒素に対してリン酸

やカリ成分の少ない肥料）を組み合わせることにより減肥する。さらに、この場合も

肥料コストを慣行施肥よりも減らすことが可能である（表 4-8）。  
土壌診断基準値内のほ場

窒素 リン酸 カリ 石灰 苦土 C/N比

牛ふんたい肥成分（現物％） 0.77 0.75 1.52 1.01 0.40 19.0

kg/10a

牛ふんたい肥１ｔ当たりの有効成分量は 0.2 5 14 10 4

牛ふんたい肥２ｔでは 0.2 9 27 20 7

苦土石灰　50kg - - - 27 8

基肥用低成分肥料　100kg 14 4 4 - -

追肥用低成分肥料　60kg 10 2 2 - -

追肥用低成分肥料　40kg 6 1 1 - -

合計すると 30 16 34 47 15

キャベツ施肥基準 30 15 30 53 15

肥効率：窒素３％
　　　　　　(C/N比より）
            リン酸60%
　　　　　 加里90%
　　　　　 石灰・苦土100％

たい肥の成分を考慮し、
低成分肥料を使うことで
適正施肥が可能に！

 
図 4-11 牛ふんたい肥の肥料成分を考慮した施肥量計算手順（キャベツ） 

 
表 4-8 たい肥の肥料成分を考慮した肥料コスト低減事例（キャベツ） 

 

窒素 リン酸 カリ 窒素 リン酸 カリ 窒素 リン酸 カリ

牛ふんたい肥 0.8 0.8 1.5 2,000 0.2 9 27 2,000 0.2 9 27

苦土石灰 - - - 100 - - - 50 - - -

苦土重焼燐 - 35 - 40 - 14 - 0 - 0 -

基肥用高度化成 14 8 14 100 14 8 14

基肥用低成分肥料 14 4 4 100 14 4 4

追肥用高度化成 16 2 15 100 16 2 15

追肥用低成分肥料 16 3 3 100 16 3 3

合　　計 30 33 56 30 16 34

基準施肥量 30 15 30 30 15 30

過剰成分量 0 18 26 0 1 4

10a当たり施肥コスト

注）投入成分量と施肥量はkg/10a。牛ふんたい肥の投入成分量は有効成分量。

　　10a当たり施肥コストは慣行を100とした時の指数。

コスト低減施肥

施肥量
投入成分量

100 75

施肥量
投入成分量資材名

成分量（％）
慣行施肥
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６ 効率的施肥技術とそれを補完する診断手法・資材 

（１）土壌管理システム 

土壌管理システムは、土壌の健全な管理を行うための土壌診断ソフト、土壌窒素、

家畜ふんたい肥窒素及び肥効調節型肥料を利用した適正な施肥を行うための施肥診断

ソフト及び土壌の現状や変化を視覚的に表示する土壌マップソフトからなっている。

このシステムにより、パソコン上でより精密な土壌診断、施肥診断を行うことが可能

である。 

ア 土壌診断ソフト 

土壌の化学性（可給態リン酸、遊離酸化鉄、可給態ケイ酸、交換性石灰・苦土・カ

リ）を作物ごとに設定された適正な基準値と照らし合わせ、不足する量を算出し、改

良資材の種類、施用量を決めることができる。また、改良資材の持っている副成分（例

えばようりんでは、リン酸が主成分、石灰、苦土、鉄、ケイ酸が副成分）による改良

効果を加味し、無駄な資材の施用を防止している。 

土壌診断ソフトは、土壌分析値を最初に登録しておいてから、ほ場ごとにデータを

呼び出して診断を開始する。現状の値がレーダーチャートとして表示され、足りない

成分の項目別に副成分の多いものから使用するかどうか、投入量は自動計算結果でよ

いかどうか等を対話方式で選択していく。改良後の状態がレーダーチャートに表示さ

れ、十分改良がなされるまで資材や施用量を繰り返し選ぶことができる（図 4-12）。 
土壌改良資材の施用量の算出に不可欠な CEC、仮比重が測定されていない場合は、

過去の土壌データから引用できる。 

 

図 4-12 土壌診断ソフトによる診断画面 

 

イ 施肥診断ソフト 

作物の生育に必要な窒素成分をどこから得るかを基本としている。まず、第一に土

壌から供給される窒素でまかなうことを考え、次いで有機物資材、肥効調節型肥料等
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の化学肥料でまかなう。土壌窒素、有機物資材からの窒素及び肥効調節型肥料の窒素

は、地温または土壌の水分状態により無機化速度や溶出速度が変化する。 

このソフトでは、この計算を自動的に行い、各由来窒素の累積溶出量を点線や面と

して表示する（図 4-13）。また、日ごとの溶出量を表示することもできる。 
資材の施用量は、作物毎に登録しておいた適正な収量を得るための窒素吸収量の範

囲に、利用率を乗じた土壌窒素、有機物資材からの窒素及び肥効調節型肥料の窒素の

合量が収まるように資材の種類や施用量を変えて決定する。 

 

図 4-13 施肥診断ソフトによる診断画面 

 

（２）リアルタイム栄養診断 

植物体内の栄養状態に見合った量を適期に施肥することは、無駄な追肥をせず、コ

ストの低減につながることは言うまでもない。そのためには、作物や土壌の養分状態

を簡易に随時把握することが望ましい。ここでは、トマト、メロン、イチジクの例を

挙げて、反射式光度計（RQ フレックス）を用いた葉柄汁中の硝酸イオン濃度による

リアルタイム栄養診断技術について紹介する。  
 

ア トマト 

① 測定の手順 

反射式光度計を用いて葉柄汁液中の硝酸イオン濃度を測定し、簡易栄養診断の指標

とする。診断に用いる葉柄汁液の調整は、採取した葉柄に水を加えて乳鉢で摩砕して

行う。また、反射式光度計の硝酸イオン濃度の測定可能範囲が 225ppm（㎎ /ｌ）まで
であるため、葉柄汁液を 20～40 倍に希釈してから測定する。  
 葉位によって葉柄汁液中の硝酸イオン濃度は大きく異なるため、診断部位は果実が

ピンポン玉程度に肥大した果房の直下とする。また、一枚の葉においても部位により

土壌由来  

たい肥由来  

肥料由来  

肥料＋たい肥  
＋土壌由来窒素  

作物の最適
窒素吸収域  
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葉柄汁液中の硝酸イオン濃度は

異なるため、中位にある小葉の

葉柄を診断部位に使用し（図

4-14）、サンプリングは晴天日の
昼前後に行う。  

② 栄養診断基準 

 トマトでは、葉柄汁液中の硝

酸イオン濃度は生育初期に高く

ても、着果負担がかかる第 3 花
房開花～果実肥大期に 1,000～
3,000ppm程にまで低下する（表
4-9）。特に、この時期に硝酸イ
オン濃度が低下しないように窒  
素栄養診断基準を目安に早期に

窒素量を多く施用する。また、

品種による診断指標に差がなく、

完熟系品種及びファースト系品

種にも適用できる。ただし、夏

秋栽培は長段栽培で、栄養生長

と生殖生長が同時に進行する期

間が長いため、葉柄の硝酸イオ

ン濃度を 3,000～4,000ppm に保
ち、草勢維持に努める。  

 

イ メロン 

① 測定の手順 

 果実肥大期前は摘葉した下葉の葉柄、果実肥大期以降は摘果後の結果枝（側枝）を

栄養診断用に残し、その摘果枝葉の葉柄を診断部位に使用する。  
② 栄養診断基準 

葉柄中の硝酸イオン濃度は、開花期は 2,000～3,000ppm、果実肥大期は 4,000～
5,000ppm、ネット形成期から成熟期は 2,000～3,000ppm、収穫期は 1,000ppmを指標の
目安とする。メロンの葉柄汁液は、時刻や天候（日射量）で大きく値が変化するので、

晴天日の昼前後のサンプリングを厳守する。  
 

ウ イチジク 

 果樹においても、培土量 40 リットルのコンテナを利用したイチジクのハウスコンテ
ナ栽培では、栽培期間に葉柄汁液中の硝酸イオン濃度を測定すること（リアルタイム

窒素栄養診断）で、その時々の樹体内の窒素栄養状態を把握することが可能である。  

図 4-14 トマト小葉柄の採取部位と硝酸イオン濃度 

表 4-9 トマトの窒素栄養診断基準 
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① 測定の手順  
 イチジクでは、葉柄汁液中の硝酸イオン濃

度が施肥の影響を反映しやすい傾向にある。

特に結果枝中位節の葉柄は時期による測定値

の変動が比較的少ないため、診断に適してい

る。  
 イチジクでは葉柄から直接汁液を搾り取る

ことが難しいため、葉柄 1ｇを蒸留水 20ml
で摩砕混合した液を測定する（摩砕法）（図

4-15）。硝酸イオン濃度の測定機器として、Ｒ
Ｑフレックスシステムや硝酸試験紙を使用す

る。また、葉柄 1ｇを 5 片に切り分けて 5ml
の蒸留水に 2 時間浸すことでも、測定が可能である。この方法で得られる硝酸イオン
濃度は摩砕法の約 10 分の 1 の値となる。  

② 栄養診断基準  
 12 月加温作型のコンテナ栽培用の栄養診断基準を表 4-10 に示した。診断基準は、
イチジクの生育を４段階に分け、果実生産に及ぼす影響から各生育ステージにおける

硝酸イオン濃度の適正範囲を設定している。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）有機質肥料の特性と上手な使い方 

有機質肥料と一口にいっても、普通肥料にあたる有機質肥料から、米ぬか、たい肥、

家畜ふんをはじめとする特殊肥料がある。また、最近ではゴミ減量にともなう新しい

資材も増えてきている。 

 

ア 有機質肥料の成分特性  
 県内で流通している主な有機質資材の標準成分量を表 4-11 に示す。有機質肥料の肥
料 3 要素の成分値についてみると、窒素全量は蒸製蹄角粉、乾血粉、魚かすで 10％以
上のものもあるが、他の肥料では概して低い。リン酸全量は、骨粉類、魚かすで多く

20％以上のものもある。これらのリン酸は分解に伴って水溶性となり肥効も高い。魚
かす、グルテンフィード等は飼料向けにも生産されている場合が多く、飼料ではタン

パク質含量が重視されるため、リン酸全量は相対的に低くなる傾向がある。一方、カ

図 4-15 葉柄汁液中硝酸イオン

濃度の測定（摩砕法） 

表 4-10 イチジクコンテナ栽培（12 月上旬加温作型）に

おけるリアルタイム窒素栄養診断の適正範囲 
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リ成分の高い有機質肥料

は少ない。野菜の場合、

普通作物と比較してカリ

及び石灰吸収量が多いの

で、特殊肥料の草木灰や

家畜ふんたい肥等のカリ

全量の多い資材を利用し

て補給する必要がある。  
また、骨粉、カニガラ、

鶏ふん、うずらふん等で

は石灰含量が高い等、3
要素以外の養分の給源と

なる資材もある。  
このように、肥料の種

類によって成分含有量は

大きく異なるため、単肥

施用ではなく 2、3 種類を
混合して作物の吸収特性

にあった施用を行う必要

がある。  
 
イ 有機質肥料の分解特性  
 有機質肥料の分解特性

（窒素の無機化特性）は、

乾燥菌体肥料を除く各種

有機質肥料は比較的短期

間のうちに窒素の約 70
～80％が無機率に達する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-11 主な有機質資材の標準成分値 
窒素（％） リン酸（％） カリ（％）

肥料名 最多 最少 平均 最多 最少 平均 最多 最少 平均

にしん粕 11.78 5.99 9.82 7.80 3.08 4.33 0.55 0.45 0.51

いわし粕 9.26 6.93 8.02 8.34 3.67 6.93

たら粕 9.54 6.34 8.32 14.90 5.92 11.43

鰹荒粕 7.82 5.68 6.61 12.85 9.31 10.72

いわし荒粕 8.78 8.46 8.62 9.08 7.12 8.18

すけそう粕 10.63 9.66 10.15 7.60 4.72 6.16

鰹節出殻 12.72 6.35 10.80 1.33 0.48 0.83

蒸製骨粉 5.28 2.80 4.13 27.07 18.32 22.32

生骨粉 4.59 2.64 4.02 27.27 19.37 23.27

肉粕 11.95 4.76 8.20 6.53 0.34 2.19 0.34

蒸製蹄角粉 15.16 9.34 12.82 8.44 0.18 4.22

乾血粉 14.80 4.55 11.55 2.20 0.29 1.07

羊毛屑 9.07 6.82 7.81 0.14 0.10 0.12

なたね油粕 6.72 3.77 5.06 3.39 1.30 2.48 1.62 0.81 1.30

抽出大豆粕 8.00 7.06 7.52 1.88 1.66 1.77 2.36 2.18 2.27

ごま油粕 7.35 3.19 5.79 4.13 1.49 2.81 1.20 1.05 1.27

米ぬか油粕 2.96 1.25 2.14 5.49 2.65 4.23 2.35 1.11 1.60

かにがら粉末 4.13 4.84

グルテンフィード 3.42 3.20 3.31 2.60 2.11 2.29 2.22 1.93 2.07

とうもろこし浸出液 3.23 3.20 3.22 3.35 3.02 3.23 3.46 2.85 3.17

牛ふん堆肥 2.55 1.49 2.02 4.09 1.15 2.12 4.47 1.60 2.89

豚ふん堆肥 4.40 1.87 3.13 10.43 2.34 5.92 5.17 0.89 2.71

鶏ふん堆肥 6.06 1.88 3.25 10.06 2.24 6.85 5.91 2.34 4.13

うずらふん堆肥 7.89 2.17 5.16 7.36 4.10 5.31 3.82 2.14 2.72

れんげ 0.40 0.10 0.20

草木灰 1.70 5.30

稲わら 0.60 0.20 1.00

麦わら 0.40 0.20 1.00

籾がら 0.60 0.20 0.50

米ぬか 2.00 3.90 1.50

ポケット肥料要覧より抜粋。一部、農総試データ有り。

表 4-12 有機質肥料の無機化率（藤沼・田中） 
窒素の無機化率 　硝化率 肥料成分

肥料名 10℃ 50%D 26℃ 50%D 10℃ 26℃ 水分 T-N C/N

％ 日 ％ 日 ％ ％ ％ ％

ダイズ油粕 66 4-8 78 ＜4 96 98 7.4 6.95 4.7

ナタネ油粕 68 8-15 88 4-8 97 98 12.6 5.03 5.6

ヒマシ油粕 66 4-8 85 ＜4 97 99 10.8 6.05 4.5

綿実油粕 68 8-15 85 4-8 96 99 9.2 6.25 4.5

米ぬか 48 15-30 83 15-30 96 99 11.8 2.40 15.0

肉骨粉 61 4-8 80 ＜4 96 99 8.6 6.60 4.9

蒸製骨粉 60 4-8 72 ＜4 97 97 9.0 5.12 4.9

いわしかす 76 4-8 88 ＜4 97 99 11.5 9.08 4.7

荒かす 78 4-8 86 ＜4 98 100 10.9 11.27 3.7

鶏ふん 40 4.76 70 ＜4 96 98 12.6 2.06 13.2

10℃、26℃：最大容水量の60％水分で12週間培養後の全窒素の無機化率

50％D：無機化率の1/2の無機化率に達した日数
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しかも、ほとんどの肥料が施用後数日のうちにその半分が無機化する（表 4-12、4-13）。 
動物性資材（魚かす、肉骨粉、蒸製皮角粉）と植物性資材（なたね油かす、大豆油

かす）を比較すると、動物性の方がごく初期の分解が速く、植物性の方が施用後約 20
日頃まで分解する。一方、米ぬか、生ゴミたい肥、ぼかし肥料は分解が緩やかに進む。

家畜ふんたい肥は、一般的にはうずら＞鶏＞豚＞牛の順に分解速度は速くなるが同一

畜種でもばらつきが大きい。  
有機質肥料の分解速度に最も大きく影響を及ぼすのは、C/N 比（窒素含量に対する

炭素含量の比）である。即ち、C/N 比が小さいほど分解は速く、C/N 比が大きいほど
遅い。また、一般に C/N 比が 30 よりも大きくなると窒素の有機化が起きるともいわ
れている。このように、C/N 比が分解速度の目安とすることができる。  
 有機質肥料の分解に対する温度の影響についてみると、有機質肥料は低温でも高温

の場合とほぼ同等の分解率を示し、作付時期の違いによる肥効の差は出にくいと考え

られる。一方、家畜ふんたい肥では、温度による分解率の差が顕著に現れるため、た

い肥中の肥料成分を勘案する場合には注意が必要である。水分については、畑状態と

水田状態を比較すると、水田状態の分解率がいくらか低い。しかし、畑状態であれば

土壌水分の影響は顕著に現れない。一方、油脂成分は分解を抑制する働きがあるため

油かす類の中には分解の遅いものもあるが、最近のように油脂を有機溶媒で抽出する

場合の油かす類は分解が速い。  
 
ウ 有機質肥料を施肥する場合の留意点  
 上で述べたようにほとんどの有機質肥料では分解は比較的速いので、施肥窒素を有

機質肥料に置き換えた場合、窒素吸収量の少ないタマネギ等では速効性肥料並の収量

が得られる（表 4-14、4-15）。  
しかし、作付期間中に分解するのは施肥窒素のうち 70～80％程度であるため、キャ

ベツのように窒素要求量の大きい作物では化学肥料区と比較すると減収する。したが

って、有機質肥料の無機化率を勘案して施肥量を増やしたり、化学肥料と組み合わせ

る等することにより化学肥料並の収量を得ることが可能となる。また、米ぬかや家畜

ふんたい肥等の分解の遅い資材についても慣行の施肥窒素量では減収するため、化学

肥料や分解の速い有機質肥料等を組み合わせて施用する必要がある。  
 また、なたね油かす等の植物質肥料の中には、フェノール、タンニン、カラシ油等

表３　各有機質肥料の土壌中における全窒素の分解率（％）　（埼玉園試）

有機物 大豆かす 骨粉 菜種かす 魚かす 稲わら おがくず 豚ふん 鶏ふん

堆肥 牛ふん堆肥 堆肥 堆肥

C/N比 5.91 4.23 6.77 4.83 15.27 13.19 8.17 6.79

１か月後 73 72 57 57 0 23 24 41

３か月後 88 85 77 75 8 24 41 49

６か月後 92 87 81 82 11 30 47 52

１年後 93 88 83 84 16 29 48 55

２年後 92 90 87 88 22 29 48 58

ガラス繊維ろ紙法により測定。埋設後の地温（９時）は０～１か月：15.5℃、１～２か月：20.0℃、

２～３か月：22.8℃

表 4-13 各有機質肥料の土壌中における全窒素の分解率（％）（埼玉園試） 
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の発芽、生育阻害物質を含むものもあり、播種 2～4 週間前に施肥する等注意が必要で
ある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）局所施肥 

実際、施肥量・施肥方法を決める場合、様々な要因によってそれを加減する必要があ

る。それは、栽培する作物の種類・品種・気象（作付け時期）・土壌特性・肥料の種類・

施肥位置によって決定される。各々の要因が肥料の吸収特性や肥効・利用率に関係して

おり、その利用率をいかに向上させるかが効率的な肥料の使い方の基本である。窒素の

肥効特性と土壌条件との関係を表 4-16 に示した。壌質土壌に比べ砂質土壌は保肥力、
肥効持続性が小さく、粘質土では大きいとされている。しかし、県内の主な園芸産地の

土壌である細粒黄色土は粘質であっても保肥力が小さく、物理性も不良なことから利用

率は高くないと言える。  
一方、肥効調節型肥料の根域への局所的な施用は、施肥効率を高める施肥法であると

言える。夏まき年内どりキャベツでは、うね内への条施肥は全面施肥に比べて 2割の減
肥が可能であるとともに、生育の揃いも向上する試験例がある（図 4-16）。また、水稲
においては、既に肥効調節型肥料を用いた全量基肥施肥栽培が普及しているが、全層施

肥に比べて側条施肥では１～２割窒素量を削減することができる。  
 

表５　葉菜類の無機肥料区に対する収量指数（埼玉園試）

試験区 ホウレンソウ チンゲンサイ レタス キャベツ

無機肥料 100 100 100 100

窒素無施用 18 27 35 5

有機混合標準 55 76 97 62

有機混合1.5倍 67 97 105 74

有機混合２倍 72 100 105 82

豚ふん堆肥 46 75 85 55

大豆かす 61 91 95 73

おがくず牛ふん堆肥 27 55 79 30

有機１/2＋無機1/2 71 103 99 82

有機標準+無機１/2 75 101 94 87

１）ホウレンソウ２作、チンゲンサイ３作、レタス５作、キャベツ４作の平均

２）有機区は、豚ふん堆肥、大豆かす、おがくず牛ふん堆肥をＮで1/3ずつ施用。

有機標準、1.5倍、２倍は、無機区Ｎ施用量と等量、1.5倍量、２倍量を施用した。

表 4-14 葉菜類の無機肥料区に対する収量指数（埼玉園試） 

表６　冬作物（キャベツ、レタス、タマネギ）の収量（kg/10a、農薬散布区の３地点の平均）（山田ら1989）

区名 １作 ３作 5作 ７作 ９作 11作 13作 15作 17作 平均

化学肥料単用区 3043 4235 4253 4676 3387 3094 3381 2728 3466

( 100 ) ( 100 ) ( 100 ) ( 100 ) ( 100 ) ( 100 ) ( 100 ) ( 100 ) ( 100 ) ( 100 )

化学肥料 2949 5105 3930 4863 3709 4244 3194 2975 4411

　牛ふん堆肥加用区 ( 97 ) ( 121 ) ( 92 ) ( 104 ) ( 109 ) ( 137 ) ( 94 ) ( 109 ) ( 127 ) ( 113 )

菜種油粕単用区 1584 4168 3609 4759 3598 3139 2512 2716 3700

( 52 ) ( 98 ) ( 85 ) ( 102 ) ( 106 ) ( 101 ) ( 74 ) ( 100 ) ( 107 ) ( 100 )

牛ふん堆肥単用区 777 2478 3031 4953 2379 4243 988 2188 4368

( 26 ) ( 59 ) ( 71 ) ( 106 ) ( 70 ) ( 137 ) ( 29 ) ( 80 ) ( 126 ) ( 98 )

１）１作はキャベツ、３作はレタス、他作はタマネギ

２）平均は５、７、９、11、15、17作タマネギの平均値

３）（　）内は化学肥料単用区に対する収量比

表 4-15 冬作物（ｷｬﾍﾞﾂ、ﾚﾀｽ、ﾀﾏﾈｷﾞ）の収量（kg/10a、農薬散布区の３地点の平均）（山田ら 1989） 
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表4-16 窒素の肥効特性と土壌条件 

特    性 土壌水分 土  性 

    過乾   適湿    多湿    砂質     壌質     粘質 

  保  肥  力 

  肥効発現力 

  肥効持続性 

  濃度障害   

    －      －      － 

    小       大      中－小 

    大       中       大－中 

    大     中－小      小 

    小        中        大  

    大        中        中  

    小        中        大  

    大        中       中－小 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

うね内条施肥(局所施肥) 

    (写真矢印部分） 

 

 

 

 

 図4-16 施肥法の違い(全面施肥とうね内条施肥)が夏まき年内どりキャベツの結球重 

      及び生育の揃いに及ぼす影響（大川ら，1998） 
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Ⅴ 現地における減肥事例

１ 牛ふんたい肥を利用した化学肥料の低減事例（水稲）

西三河農林水産事務所農業改良普及課

（１）目的

西尾市では 平成 年度より 大規模水田作農家が 耕畜連携による市内酪農家の、 、 、19

生産する牛ふんたい肥を利用した水稲栽培に取り組んでいる。この取り組みは化学合

成農薬・化学肥料を慣行栽培に比べ低減し、環境にやさしい農業を行い、安心・安全

で売れる米づくりを目的に始まった。この牛ふんたい肥を利用した水稲栽培において、

化学肥料の使用量を減らしつつ収量・品質を確保するために、施肥技術の実証を行っ

た。

（２）実施地区の概要

土壌は沖積土壌であり、表 に示すように水稲・小麦・大豆を２年３作で栽培する1

ブロックローテーションが確立されている。西尾市における水稲品種は、コシヒカリ

42 22 SBL 32 18約 ％ あさひの夢約 ％ あいちのかおり 約 ％が作付けされている 平成、 、 （

年、西尾地域水田農業ビジョン 。）

（３）対策技術の内容

実証ほは、たい肥を 施用し、化学肥料を （慣行対比 減）施用した2t/10a 3.0Nkg 25%

たい肥施用区と、たい肥が無施用で、化学肥料を 施用した慣行区を設定して行4.0Nkg

った（表 。2）

表２　実証ほの概要（施用量・施肥量は10aあたり）

区名 牛ふんたい肥 基肥の種類 基肥施肥量

堆肥施用区 2t
側条ネオエース
(窒素成分20％）

15kg（3.0Nkg）

慣行区 なし
側条ネオエース
(窒素成分20％）

20kg（4.0Nkg）

※全量基肥栽培、品種はコシヒカリ

表１　西尾市のブロックローテーション（２年３作）

１年目 ２年目

水稲 　　移植　→　　収穫

小麦 播種 　→　収穫

大豆 　　　　　　播種 →　収穫

※３年目以降は１年目、２年目を繰り返す
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（４）取組の効果

ア 各試験区の収量と品質

たい肥施用区と慣行区の収量は、それぞれ 、 とほぼ同等であった。623kg/10a 624kg/10a
整粒歩合もそれぞれ で大きな差はみられず 両試験区の収穫物は 同じ品質55% 58%、 、 、

と考えられた（表 。3）

イ 化学肥料の削減及び施肥コスト

たい肥施用区と慣行区を比較して、収量、品質とも大きな差がみられなかったこと

から、たい肥の施用により化学肥料を 削減できることがわかった。25%
肥料コストについては、化学肥料にたい肥施用の経費を合わせると、慣行区よりも

のコストアップとなる（図 。11% 1）

しかし、たい肥の連用による土づくりを行っていくことで、化学肥料を更に削減し

ている事例もあり、例えば、化学肥料を 削減した場合は、慣行区よりも のコ50% 14%
ストダウンとなる。

(慣行を100とする)図１ 肥料コストの比較

（５）地域への普及状況と今後の取組

平成 年に で始まったたい肥施用の取り組みは 平成 年には に拡大し19 73ha 20 85ha、

た。また、たい肥及び有機質肥料のみを用い、無化学肥料、減農薬に取り組んだ水稲

については、付加価値米としての販売が行われている。今後、たい肥利用の取り組み

が西尾市だけでなく、西尾幡豆地域全域へ拡大することも期待されている。

表３　各試験区の収量

収量（kg/10a) 整粒歩合（％）

たい肥施用区 623 55

慣行区 624 58

※収量は坪刈調査結果による
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２ 牛ふんたい肥連用による窒素肥料単肥施用事例（ハクサイ）

豊田加茂農林水産事務所農業改良普及課

（１）目的

牛ふんたい肥の連用により、野菜栽培に必要なリン酸やカリ、微量要素等の補給を

図る。たい肥から供給される肥料成分を利用して、施肥量を削減し、肥料に係る経費

の削減と環境への負荷低減を進める。

（２）実施地区の概要

ＪＡあいち豊田猿投白菜部会は、 戸で約 ｈａを栽培し、豊田市場を始め主に17 12
県内市場に年間約 ｔを出荷している 管内では スイカ－ハクサイの作付体系が1,200 。 、

主体である。スイカを 月上旬から 月中旬まで収穫した後、ほ場の後かたづけを行6 7
い 月の盆過ぎからハクサイをは種・育苗し 月下旬から 月中旬まで定植してい、 、8 8 9
る。

ハクサイ作付け前は裸地期間が短いこと、また住宅地と隣接したほ場が多いこと、

労力的な問題から、これまでたい肥施用は定着しなかった。

（３）対策技術の内容

事例として紹介する生産者は、露地野菜経営にとって土づくりは基本であるとの考

、えから、平成 年から牛ふんたい肥の施用を開始した。当初はたい肥を施用しても10
基肥 追肥等の施肥は通常どおり行っていた 平成 年頃 たい肥からの供給が期待、 。 、15
されるリン酸、カリの施肥量を減らした栽培事例を聞き、試験的に窒素単肥による栽

培を行った。その結果、収量、品質とも問題のないことが確認でき、現在は窒素成分

のみ施用している。肥料コストの削減と土作りを兼ねた栽培方法である。

たい肥は管内の酪農家の牛ふんたい肥を使用している。晩秋から冬頃にたい肥置き

場に堆積し、スイカの収穫、ほ場の後かたづけが終了した 月下旬から 月下旬にか7 8
けて ｔ をマニュアスプレッダで散布している 栽培前に土壌分析を行い 必要、 。 、3 /10a
と診断されれば、土壌改良資材を施用する。基肥、追肥は全て窒素単肥で、基肥は硫

安を 、追肥に尿素を 施用する。80kg/10a 20kg/10a
当地域の露地野菜ほ場の多くは、ＣＥＣが 未満、腐植も ％未満と少ない。た10 1.0

い肥を連用しているこの生産者のほ場も、以前は同様の診断結果だったが、現在は、

。ＣＥＣが ～ 、腐植が ％程度となっており、たい肥施用の効果が現れている10 11 1.7
最近では土壌の地力窒素が高まり、ハクサイに窒素過多と思われるゴマ症状の発生

が増えている。その対策として、基肥、追肥の窒素成分量の削減を検討している。
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（４）取組の効果

当地域で一般的に使用されている施肥事例と比較すると、以下のようになる。

【地域慣行】

種別 肥料・土壌改良資材名 施用量 経費（ ）kg/10a
土壌改良資材 苦土石灰（粒） －120

ＢＭ重焼リン －40
基肥 園芸黒化成（ ） －12-9-10 140
追肥 ＮＫ化成２号（ ） －16-0-16 60

合計 約 円39,000
（Ｎ： 、Ｐ： 、Ｋ： ）26.4kg 26.6kg 23.6kg

【たい肥＋窒素単肥】

種別 肥料・土壌改良資材名 施用量 経費（ ）kg/10a
3,000 4,500 *牛ふんたい肥 円

基肥 硫安（ ） －21-0-0 80
追肥 尿素（ ） －46-0-0 20

合計 約 円18,000
（Ｎ： 、Ｐ： 、Ｋ： ）Ｐ、Ｋはたい肥由来26.0kg 4.7kg 17.8kg
＊一次発酵のたい肥を自分で散布した場合の経費。なお、たい肥散布を依頼した場合の

標準的な経費は、たい肥料金（ 、散布料金、積み込み手数料込みで 円。2t 18,000）

その場合でも、たい肥＋窒素単肥の合計金額は約 円となり、地域慣行より安い。32,000
※土壌診断により土壌改良資材が必要とされた場合は別途施用する。

（５）地域への普及状況と今後の取組

、○ 平成 年からたい肥施用に取り組んでいる他の生産者も、肥料価格の高騰を受け18
窒素肥料のみの栽培意向がでてきた。

○ 本年度、豊田土づくり推進組合は、猿投白菜部会に対し、たい肥の散布実演会を開

催し、たい肥施用に関心が高まっている。実演会後、白菜部会員と畜産農家との交流

会では、たい肥利用における留意点について検討した。

○ 戸の若手部会員がたい肥散布を委託し、計 にたい肥が施用された。3 3ha
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３ 土壌診断に基づくたい肥の適正施用と肥料コストの低減（ナシ）

豊田加茂農林水産事務所農業改良普及課

（１）目的

家畜ふんたい肥等有機質資材による土づくりを積極的に行うとともに、土壌診断に

基づき、リン酸及びカリの過剰施用を回避し、環境に配慮したナシ生産及び肥料コス

ト低減を図る。

（２）実施地区の概要

ＪＡあいち豊田梨部会は部会員 戸で、栽培面積は約 である。ナシ栽培は、主64 55ha
に、旧豊田市北部の猿投地区と南部の上郷地区の 地区で行われている。2

。北部地区では、早生品種の幸水や豊水に加え、晩生品種の新高、愛宕の栽培が多い

。一方、南部地区では、愛甘水、幸水などの盆前収穫の早生品種が多く栽培されている

収穫された果実は 選果場の光センサーにより糖度･熟度･着色等により選別され 糖、 、

度保証された果実として出荷されている。

平成 年度に、部会員全員がエコファーマーの認定を受け、土づくりと、化学肥料15
及び化学合成農薬の削減に取り組んでいる。

また、平成 年度からは、農地・水･環境保全向上対策の営農活動に取り組み始めた。19

（３）対策技術の内容

土づくりについては 土壌分析によって把握された腐植含量値を参考に施用量を加減、

しながら 牛ふんたい肥や剪定枝チップ 稲ワラ モミガラ等 有機質資材の施用が積、 、 、 、

極的・計画的に行われている。

また 部会全体の取組とはなっていないものの 各生産者が土壌条件や土壌診断結果、 、

に基づき、肥料費高騰対策に取り組んでいる。主な取組内容は下記のとおりである。

ア 施肥量そのものの見直し、たい肥に含まれる窒素成分を考慮した施肥。

イ 土壌診断結果からリン酸及びカリ過剰の傾向が認められた場合には これらの成分、

を減らした配合肥料の基肥利用。

ウ 低価格なナタネ粕の利用や、硫安等窒素単肥を利用した追肥。

エ これまで慣行的に 月下旬に実施されてきた硫酸カリの追肥の中止。5

（４）取組の効果

肥料コストを低減した優良な施肥改善の事例は、下記のとおりである。

施肥改善の考え方は、

ア 施肥量そのものの見直し及び、たい肥に含まれる窒素成分を考慮。

イ 土壌診断によりリン酸及びカリ過剰が認められたため これら成分の含有量の低、

い肥料の利用。

ウ 慣行的に 月下旬に実施していた硫酸カリ追肥の中止。5
こうした施肥改善により、肥料費は改善前と比較して約 ％低減された。22
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表 施肥改善の事例

（５）地域への普及状況と今後の取組

果樹は永年性作物のため、施肥や土壌改良の効果発現までには期間を要し、新しい

施肥方法は、なかなか波及しにくい。また、土壌分析のための採土に際しては、でき

るだけ園地の代表値となるように努めているものの、診断結果にバラツキが生じるこ

とも多く、土壌診断結果を参考にはしながらも、肥料や土壌改良資材の施用をこれま

でどおり自己流に行う生産者もいる。

このため、環境に配慮した土づくり・施肥を啓発するとともに、経営改善にもつな

がる肥料コストの低減についても、部会全体に普及する必要がある。

今後は、ＧＡＰ手法のひとつである地域版「やろまいシート」を導入し、チェック

事項を確認しながら改善することによって、より環境と安全に配慮したナシ栽培を推

進する。

施肥改善前

窒素 ﾘﾝ酸 カリ 窒素 リン酸 カリ

Ａ有機化成 12 8 10 140 16.8 11.2 14.0

なたね粕 5 2 1 80 4.0 1.6 0.8

Ｂ高度化成 16 10 14 40 6.4 4.0 5.6

硫酸加里 0 0 50 10 0.0 0.0 5.0

Ｃ高度化成 16 16 10 40 6.4 6.4 4.0

33.6 23.2 29.4

施肥改善後

窒素 ﾘﾝ酸 カリ 窒素 リン酸 カリ

Ｄ有機配合 7 5 3 200 14.0 10.0 6.0

なたね粕 5 2 1 40 2.0 0.8 0.4

Ｂ高度化成 16 10 14 40 6.4 4.0 5.6

Ｂ高度化成 16 10 14 20 3.2 2.0 2.8

25.6 16.8 14.8

78
(施肥改善
前を100)

施用成分量（kg/10a）

施用成分量（kg/10a）施用量
(㎏/10a)

施用量
(㎏/10a)

肥料費

肥料費

100

成分含有量(％)
肥料

肥料
成分含有量(％)

施肥
区分

施肥
区分

基肥

追肥

基肥

追肥

合計

合計
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４ Ｌ型緩効性肥料を活用したリン酸・カリ減肥事例（キャベツ）

東三河農林水産事務所田原農業改良普及課

（１）目的

田原市の土壌は、腐植含量が少なく、保肥力が劣る、赤黄色土や砂礫土が広く分布

しており、キャベツの安定生産のためにはたい肥等の有機物の投入が必要である。し

かし、近年では、たい肥の連用により土壌中のリン酸やカリが蓄積傾向にあるため、

たい肥成分を考慮した施肥体系が必要である。また、肥料価格の高騰はリン酸・カリ

で顕著であり、肥料コストを抑えるためにもリン酸・カリの減肥は有効である。

そこで、リン酸・カリの施肥量を削減した効率的施肥体系を確立する。

（２）実施地区の概要

田原市は愛知県の東南端部に位置し、年平均気温 ℃、年間降水量約 で、15.7 1,700mm
温暖な気候を活かしたキャベツ栽培が行われている。出荷期間は ～6月まで、年間10
を通して栽培されており、夏作にはキャベツの他に露地メロンやスイカ、スイートコ

ーンなどが作付けられている。

（３）対策技術の内容

【Ｌ型緩効性肥料「エコベジタ」を用いた効率的施肥体系の実証（平成 年度 】16 ）

：田原市中山町内ほ場ア 試験場所

：キャベツ（品種：さちはる）イ 供試作物

ウ 実証ほの構成

注1)両区に牛ふんたい肥(TN:1.76% P O :1.30% K O:3.42% C/N:18.3)を3t/10a施用2 5 2

注2)エコベジタは硫安を30%、被覆尿素(50日タイプ)を35%、被覆尿素(70日タイプ)を35%含んで

おり、田原地域のキャベツ栽培の省力化と施肥の効率化を図るために開発された肥料である。

エ 耕種概要

たい肥施用： 月 日5 24
施肥： 基肥） 月 日（追肥） 月 日、 月 日、 月 日（ 9 4 10 10 10 27 11 30
定植： 月 日 収穫： 月 日9 4 12 27

オ 調査項目

収量、肥料コスト、養分吸収量、土壌の化学性

     (kg/10a)

基肥 追肥1 追肥2 追肥3 N P2O5 K2O

エコベジタ区 エコベジタ(24-4-5) 135 32.4 5.4 6.7

BBあつみ(14-8-14) 40 60

BB追肥あつみ(16-2-15) 60 60
32.0慣行区

施用量

33.2 10.4

成分量
試験区 肥料名
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（４）取組の効果

土壌中のリン酸とカリはたい肥の連用により十分量が蓄積されており、収穫時でも

ほとんど変わらなかった 表 キャベツの収量は外葉重 結球重ともにエコベジタ（ ）。 、1
区と慣行区で大差はなかった 表 養分吸収量は リン酸とカリは慣行区よりもや（ ）。 、2
や少なかったが、生育に影響は見られなかった。窒素吸収は両区で同等だった（表

。肥料コストは、エコベジタを利用することにより約 低減できた（図 。3 11% 1） ）

以上の結果、エコベジタ区は収量と養分吸収が慣行と同等であり、リン酸・カリを

減肥できたことから、たい肥とＬ型緩効性肥料（エコベジタ）を組み合わせた施肥体

系は有効であることが実証された。また、 月どりキャベツにおいても、エコベジタ3
の全量基肥施用の有効性が実証されており、たい肥施用ほ場では、いずれの作型でも

リン酸・カリの減肥が可能であると思われた。

表１ 土壌の化学性

表２ キャベツの収量

表３ キャベツの養分吸収量

図１ 肥料コストの比較

（平成20年8月改定後の価格より算出）

（５）地域への普及状況と今後の取組

現在 ＪＡ愛知みなみ常春部会のキャベツ生産者の ％程度がエコベジタを利用し、 15
ており、今年度の肥料価格改定により、Ｌ型肥料の利用は増加していくものと思われ

る。今後は局所施肥等により施肥の効率化を図り、さらなるコスト低減に向けて取り

組んでいく。

試験区 pH EC T-N CaO MgO K2O P2O5 CEC

% mg/100g mg/100g mg/100g mg/100g me/100g

作付前 6.7 0.18 0.207 274 50 67 278 11.6

収穫時 6.7 0.16 0.190 275 44 61 251 12.0

作付前 6.4 0.19 0.220 246 48 82 285 11.3

収穫時 6.2 0.15 0.234 222 38 59 268 12.2

エコベジタ区

慣行区

試験区 全重 外葉重 結球重 10a収量

kg/株 kg/株 kg/株 t/10a

エコベジタ区 1.64 0.59 1.05 6.93

慣行区 1.65 0.57 1.09 7.19

     (kg/10a)

N P2O5 K2O N P2O5 K2O

エコベジタ区 13.0 3.5 17.9 10.2 3.1 10.5

慣行区 13.0 4.5 20.3 10.2 2.9 13.7

試験区
結球部 外葉部

100
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参考資料

１　県内の家畜ふんたい肥入手先

　県内各地で作成されている家畜ふんたい肥の供給情報（たい肥マップ等）の一覧を掲載してあります。

　各マップの具体的な掲載内容や入手法等については、マップの作成元にお問い合わせください。

（１）ホームページ上に掲載されているたい肥供給情報

掲 載 元 掲載範囲

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ 掲載時期

掲載件数 牛ふん 109 豚ふん 47 鶏ふん 42 鶉ふん 6 混合ふん 16 計 220

位置図 副資材 △ NPK成分 △ C/N比 △ 荷姿 △ 配達有無 △

製造方法 △ 農家ｺﾒﾝﾄ 水分率 △ EC等 △ 価格 △ 散布有無 △

注）△は、掲載欄はあるが空欄のデータも多数存在するもの

掲 載 元 掲載範囲

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ 掲載時期

掲載件数 牛ふん 6 豚ふん 4 鶏ふん 2 鶉ふん 混合ふん 計 12

位置図 副資材 ○ NPK成分 ○ C/N比 ○ 荷姿 ○ 配達有無 ○

製造方法 農家ｺﾒﾝﾄ ○ 水分率 ○ EC等 価格 ○ 散布有無 ○

掲 載 元 掲載範囲

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ 掲載時期

掲載件数 牛ふん 15 豚ふん 6 鶏ふん 3 鶉ふん 混合ふん 1 計 25

位置図 ○ 副資材 ○ NPK成分 C/N比 荷姿 配達有無

製造方法 ○ 農家ｺﾒﾝﾄ ○ 水分率 EC等 価格 散布有無

掲 載 元 掲載範囲

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ 掲載時期

掲載件数 牛ふん 31 豚ふん 23 鶏ふん 12 鶉ふん 4 混合ふん 4 計 74

位置図 ○ 副資材 ○ NPK成分 ○ C/N比 ○ 荷姿 ○ 配達有無 ○

製造方法 ○ 農家ｺﾒﾝﾄ ○ 水分率 ○ EC等 ○ 価格 ○ 散布有無 ○

（２）パンフレットとして作成されているたい肥供給情報（たい肥マップ）

名　　称 掲載範囲

作成元の連絡先 掲載時期

掲載件数 牛ふん 6 豚ふん 4 鶏ふん 2 鶉ふん 混合ふん 計 12

位置図 副資材 ○ NPK成分 ○ C/N比 ○ 荷姿 ○ 配達有無 ○

製造方法 農家ｺﾒﾝﾄ ○ 水分率 ○ EC等 価格 ○ 散布有無 ○

掲載情報
(連絡先以外)

東海農政局畜産課

www.maff.go.jp/tokai/seisan/nosan/kankyou/taihilist.html

愛知県内

平成19年11月

愛知県堆肥生産利用推進協議会 愛知県内

www7/ocn.ne.jp/~taihi/map/04map2.html 平成16年12月

掲載情報
(連絡先以外)

美浜町役場農業水産課    TEL 0569-82-1111(内線266) 美浜町内

www.town.mihama.aichi.jp/nougyo/taihi/ 平成19年5月

掲載情報
(連絡先以外)

豊橋市役所農政課 豊橋市内

www.city.toyohashi.aichi.jp/nousei/taihi/ 平成19年8月

掲載情報
(連絡先以外)

愛知県堆肥生産利用推進協議会堆肥マップ 愛知県内

愛知県堆肥生産利用推進協議会
（(社)愛知県畜産協会内） TEL 052-951-7477

平成16年12月

掲載情報
(連絡先以外)
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名　　称 掲載範囲

作成元の連絡先 掲載時期

掲載件数 牛ふん 4 豚ふん 4 鶏ふん 鶉ふん 混合ふん 1 計 9

位置図 ○ 副資材 ○ NPK成分 ○ C/N比 ○ 荷姿 ○ 配達有無 ○

製造方法 ○ 農家ｺﾒﾝﾄ 水分率 ○ EC等 価格 ○ 散布有無 ○

名　　称 掲載範囲

作成元の連絡先 掲載時期

掲載件数 牛ふん 9 豚ふん 6 鶏ふん 3 鶉ふん 混合ふん 1 計 19

位置図 ○ 副資材 ○ NPK成分 C/N比 荷姿 配達有無

製造方法 農家ｺﾒﾝﾄ ○ 水分率 EC等 価格 散布有無

名　　称 掲載範囲

作成元の連絡先 掲載時期

掲載件数 牛ふん 15 豚ふん 6 鶏ふん 3 鶉ふん 混合ふん 1 計 25

位置図 ○ 副資材 ○ NPK成分 C/N比 荷姿 配達有無

製造方法 ○ 農家ｺﾒﾝﾄ ○ 水分率 EC等 価格 散布有無

名　　称 掲載範囲

作成元の連絡先 掲載時期

掲載件数 牛ふん 25 豚ふん 7 鶏ふん 14 鶉ふん 混合ふん 計 46

位置図 ○ 副資材 ○ NPK成分 ○ C/N比 ○ 荷姿 ○ 配達有無 ○

製造方法 ○ 農家ｺﾒﾝﾄ ○ 水分率 ○ EC等 ○ 価格 散布有無

名　　称 掲載範囲

作成元の連絡先 掲載時期

掲載件数 牛ふん 7 豚ふん 鶏ふん 2 鶉ふん 混合ふん 3 計 12

位置図 ○ 副資材 NPK成分 ○ C/N比 荷姿 ○ 配達有無 ○

製造方法 農家ｺﾒﾝﾄ ○ 水分率 EC等 価格 ○ 散布有無

名　　称 掲載範囲

作成元の連絡先 掲載時期

掲載件数 牛ふん 23 豚ふん 11 鶏ふん 2 鶉ふん 1 混合ふん 5 計 42

位置図 ○ 副資材 NPK成分 C/N比 荷姿 配達有無

製造方法 農家ｺﾒﾝﾄ ○ 水分率 EC等 価格 散布有無 ○

瀬戸市内

尾張農林水産事務所農政課 TEL 052-961-7211(代表) 平成18年9月

掲載情報
(連絡先以外)

掲載情報
(連絡先以外)

堆肥で地力ＵＰ!!

掲載情報
(連絡先以外)

愛西市堆肥マップ

美浜町畜産団体連合会（美浜町役場農業水産課内）
 TEL 0569-82-1111(内線266)

西三畜産振興会（西三河農林水産事務所農政課内）
 TEL 0564-27-2726

設楽・東栄・豊根津具地区農業改良推進協議会（新城設
楽農林水産事務所農業改良普及課） TEL 0536-62-0546

田原市環境保全型農業推進協議会（田原市農政課内）
 TEL 0531-23-3517

愛西市内

愛西市畜産組合（愛西市役所立田庁舎経済課内）
 TEL 0567-28-7278(代表)

平成20年3月

みはま堆肥マップ 美浜町内

平成19年5月

掲載情報
(連絡先以外)

にしみかわの堆肥マップ 西三河地域内

平成18年1月

掲載情報
(連絡先以外)

北設楽郡堆肥マップ 北設楽郡内

平成19年3月

平成17年3月

掲載情報
(連絡先以外)

田原市たい肥マップ 田原市内
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肥料価格高騰対策技術指針
平成２０年９月

愛知県農林水産部
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愛知県経済農業協同組合連合会




